
キラッとひかる
企業の知恵を
ご紹介

「
４
Ｍ
＋
Ｓ=

２９
」の
理
念
の
も
と
、

加
工
技
術
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

仏
具
製
造
で
養
っ
た
職
人
技
と
最
新

設
備
と
の
融
合
で
事
業
を
拡
張

β
チ
タ
ン
合
金
の
素
材
価
値
に
着
目
し

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
で
新
市
場
を
創
出

強みの連鎖を引き起こす
組織作りに注力
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同
社
は
、
１
９
１
７
年
に
り
ん
・
蝋

燭
立
て
等
、
仏
具
の
金
属
加
工
を
行
う

店
と
し
て
の
創
業
が
始
ま
り
で
あ
る
。

仏
具
製
品
一
つ
ひ
と
つ
を
手
作
業
で
仕

上
げ
、
顧
客
の
千
差
万
別
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
常
に
技
術
を
磨
き
続
け

て
き
た
。
そ
の
姿
勢
は
、
同
社
の
経
営

理
念
を
支
え
る
柱
と
な
っ
て
い
る
。
法

人
設
立
以
降
は
、
仏
具
加
工
の
専
業
か

ら
脱
し
、
ね
じ
の
金
型
製
造
と
い
っ
た

金
属
加
工
を
始
め
、
最
新
設
備
の
導
入

や
従
業
員
の
増
員
を
行
っ
て
事
業
の
拡

張
及
び
効
率
化
を
図
っ
て
き
た
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
創
業
以
来
培
っ
て
き
た

職
人
技
も
大
切
に
、
製
品
の
高
い
完
成

度
を
目
指
し
て
、
機
械
が
行
っ
た
作
業

を
職
人
が
触
覚
、
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
を

研
ぎ
澄
ま
せ
て
丁
寧
に
確
認
す
る
等
、

手
作
業
（
ソ
フ
ト
）
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン（
ハ
ー
ド
）の
融
合
を
確
立
し
て
い
る
。

　
今
年
、創
業
１
０
０
年
目
の
節
目
を

迎
え
る
二
九
精
密
機
械
工
業
。も
の
づ
く

り
企
業
と
し
て
、同
社
は
Ｍ
ａ
ｎ（
人
）、

Ｍ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ａ
ｌ（
素
材
）、Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

ｎ
ｅ（
機
械
）、Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ（
方
法
）を

基
本
と
し
つ
つ
、
新
し
い
Ｓ
ｋ
ｉ
ｌ
ｌ

（
技
）を
組
み
合
せ
る
こ
と
で
自
社
な
ら
で

は
の
技
術
が
確
立
さ
れ
る
と
の
考
え
に
基

づ
き
、「
４
Ｍ
＋
Ｓ
＝
２９
」の
数
式
を
経
営

の
理
念
と
し
て
い
る
。

　「
ニ
ー
ズ
が
あ
り
な
が
ら
、
誰
も
や
ら
な

い
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」と

二
九
良
三
社
長
。
ア
ル
ミ
や
真
鍮
の
加
工

が
中
心
だ
っ
た
時
代
、〝
錆
び
な
い
〞ス
テ
ン

レ
ス
素
材
の
市
場
性
に
い
ち
早
く
注
目
し

た
。
そ
の
取
り
扱
い
の
難
し
さ
か
ら
多
く

の
企
業
が
敬
遠
す
る
中
、
同
社
は
徹
底
的

に
そ
の
加
工
技
術
を
磨
き
高
め
る
こ
と
で
、

そ
の
後
拡
大
を
続
け
る
ス
テ
ン
レ
ス
需
要

に
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
一
つ
ひ
と
つ
の
案
件
に
誠
心
誠
意
向

き
合
う
こ
と
で
、
顧
客
の
困
り
事
に
応
え

る
提
案
型
の
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
」。

例
え
ば
、
今
、
医
療
現
場
で
行
わ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
検
査
に
お
い
て
高
い
精
度
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
分
析

装
置
の
中
に
タ
ン
パ
ク
等
の
汚
れ
が
わ
ず

か
で
も
残
る
と
正
確
な
診
断
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
同
社
で
は
既
存
の
加
工

設
備
に
加
え
、
顧
客
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
よ
う
な
仕
上
げ
・
後
処
理
機
械
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
開
発
。
血
液
等
の
試

料
を
輸
送
す
る
０
・
３
㎜
の
小
径
パ
イ
プ

内
を
研
磨
・
撥
水
・
絶
縁
加
工
す
る
こ
と

で
、
汚
れ
の
発
生
を
極
限
ま
で
抑
え
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
医
療
・
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
厳
格
な
数
値
が
求
め

ら
れ
る
環
境
分
析
等
の
領
域
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　「
自
社
技
術
の
活
用
で
、
世
の
中
に
な

い
も
の
を
生
み
出
し
た
い
」と
二
九
社
長
。

血
液
等
を
分
析
す
る
際
、
試
料
を
吸
い
取

る
針
が
試
験
管
に
う
ま
く
挿
入
さ
れ
ず
曲

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ

こ
で
眼
鏡
の
フ
レ
ー
ム
等
に
使
わ
れ
て
い

る
、
し
な
や
か
な
β（
ベ
ー
タ
）チ
タ
ン

合
金
に
着
目
。
硬
く
て
弾
力
性
が
高
い
た

め
、
従
来
の
常
識
で
は
小
径
パ
イ
プ
に
加

工
す
る
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
、素
材
を〝
削
る
〞

技
術
や 

〝
伸
ば
す
〞
技
術
等
を
活
用
し
、

β
チ
タ
ン
製
の
分
析
機
器
用
の
針
（
直
径

１
・
５
〜
２
㎜
）
を
開
発
し
た
。
高
い
復

元
性
と
強
度
を
備
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
、
現
在
で
は
世
界
１
４
０
カ
国
以
上
で

普
及
し
て
い
る
。
製
品
開
発
ま
で
に
10
年

の
歳
月
が
か
か
っ
た
が
、
顧
客
は
待
ち
続

け
て
く
れ
た
。「
二
九
に
し
か
頼
れ
な
い

と
い
う
、
技
術
面
の
付
加
価
値
で
勝
負
で

き
る
の
が
強
み
」
と
話
す
。

　
β
チ
タ
ン
合
金
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
世

の
中
に
た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
が
、
加

工
の
難
し
さ
か
ら
一
般
に
あ
ま
り
商
品
化

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の

中
、
オ
ー
ル
チ
タ
ン
製
の
高
級
自
転
車

「
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
」
や
超
軽
量
オ
ー
ル

チ
タ
ン
製
車
椅
子
「
禅-

Ｚ
Ｅ
Ｎ-

」
を
開

発
す
る
な
ど
、
同
社
は
技
術
力
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
お
り
、
消
費
者
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
今
後
、β
チ
タ
ン
合
金
の
用
途
が
広

が
っ
て
い
け
ば
、
さ
ら
な
る
需
要
の
拡
大

が
期
待
で
き
る
。

応援します！ 相談
無料

TEL：075 -212- 6470
（中小企業経営支援センター 知恵産業推進室）

創業・経営革新・知恵の経営に取り組む
企業のご相談にお応えします。

顧
客
の
困
り
事
に
提
案
型
で

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
技
術
を
提
供

　製品の高付加価値化やライフサイクルの短期化、在庫負担の軽減といっ
た顧客の要望に対し、二九精密機械工業は独自技術の開発や多品種小ロット
生産等による対応で顧客製品の付加価値づくりに貢献しています。
　独自技術を生み出し競争優位を築く同社の強みの一つは、人材の有効活用です。
微細なβチタン合金小径パイプにレーザーカットや刃付け、穴あけ等加工技術の
高い人材、設計力や工学の知識を持つ人材を起用し、多岐にわたる顧客の要望に柔
軟かつ迅速な対応が可能となっています。二つ目は、巧みな生産現場と他部署との連
携を発揮する組織力の活用です。緻密な生産計画の組み立てや見直し、複数人による
脱着作業、工程別検査等で稼働率と品質の維持・向上につなげるとともに、品質管理・
営業・購買・製造の各部署が連携を図ることで、受注数に対する段取り数が多くても、
コストを効率的に吸収できる仕組みを整えています。
　以上の強みを強化するために、同社では、社内モチベーション向上や生産力強化を
図る工夫を行っています。例えば、部署別に具体的な取組内容の方針を設けるとともに、
講習会実施、向上心を持ち続ける教育制度の導入や評価制度の改善、多様な人材の雇用
等によって、強みの連鎖を引き起こす組織作りに注力しています。

代表取締役社長の二九良三さん

屈伸性と復元性に優れたβチタン合金小径パイプ超軽量オールチタン製車椅子 “禅-ＺＥＮ-”（左）、オールチタン製の高級自転車 “SAMURAI”（右）社内の講習会風景。人材育成と各部署の連携強化につながっている。
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